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一般質問一覧９ 月 定 例 会 議会中継、
会議録検索は
こちらから

　一般質問とは、市が執り行う行政事務全般について、議員が質問を行うもので、本定例会では20人の議員が登壇しまし
た。ここでは発言順に質問項目のみを掲載していますので、詳細につきましては富士市ウェブサイトの本会議の議会中継
（録画放送）や２月末頃に発行予定の会議録を御覧ください。会議録は富士市議会ウェブサイト、図書館で御覧になれます。

１．終活支援事業の創設を
２．岳南富士地方卸売市場の今後について

１．富士市総合体育館の武道団体の利用について

１．静岡大学が県東部に設置予定の附置研究所及び新学類の富士市への誘致について

１．空き家の自分ゴト化を推進するための対策、多様な主体の連携による対策のさらなる
　  充実を求めて

１．部活動の地域移行について

１．富士市における在宅医療等の体制整備の考えについて

１．富士川かりがね橋開通後の状況と今後の課題について
２．富士市の待機児童・保留児童対策について

１．子供の虫歯予防について

１．交流人口拡大に向けたシティプロモーション型保全計画の推進について

１．今夏に生じた米不足における市内の状況と市の対応について
２．コロナ禍収束後のこどもと高齢者の体力減退と課題について

１．空き地・空き家対策について
２．市営住宅の入居率向上のための対策について

１．庁舎内の各課窓口に懸垂している核兵器廃絶平和宣言都市ポスターの問題
２．デジタル地域通貨について具体的な導入検討をすべき
３．６億5000万円余の埋蔵金と言える文化振興基金の今後の活用について

１．富士市の再生可能エネルギーの地産地消を、防災力強化の観点から

１．公共施設へのＡＥＤの設置状況について

１．持続可能なまちづくりと今後の自律的なコミュニティーの形成について

１．自衛隊への個人情報提供について

１．結婚支援事業の現状と今後の方策について

１．給食停止に対する措置と今後の対応について
２．おもちゃ花火はどこで使用できるのか

１．工場夜景都市として戦略的な取組の推進について

１．市道弥生線（千代田町地先）の冠水対策について
２．「する、みる、ささえる」富士市総合体育館について
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本会議・委員会を傍聴してみませんか。（お問い合わせは議会事務局へ　☎0545-55-2878）

　三豊市立みとよ市民病院では、老朽化や耐震性
の問題から建て替えが求められていましたが、建
設費や病院経営の不透明さから決断できずにい
ました。そこで、城西大学の伊関教授のアドバイ
スを受け、建設費抑制の視点から病床数の縮減、
療養環境向上の視点から全室個室化とするなど、
様々な改善を行い、建て替えを実施、令和４年に
開院しました。
　新型コロナウイルスの蔓延により、自治体病院は
様々な感染症対策が求められましたが、病院の建て
替えはハード面の対策として効果的と考えます。
　また、今回の全室個室化や職員のアメニティー
スペースの確保の取組は、患者の療養環境向上や
職員の勤務環境の改善により、質の高い医療サー
ビスが提供できるようになると考えます。

新病院建設特別委員会による先進都市行政視察

　和泉市立総合医療センターでは、医師不足、老
朽化、経営赤字などの課題に対し、市直営のまま
では解決困難と考え、平成26年度から民間手法を
活用した指定管理者による運営としました。
　また、病院スタッフの確保も指定管理者が行
い、常勤医師数は移行後の54人から令和６年には
140人にまで増加しています。さらに、新病院建設
費用は指定管理者が負担することになった上、赤
字だった病院経営も令和２年度以降は20億円以
上の黒字となるなど、指定管理者制度への方針転
換が成功した好事例だと言えます。
　中央病院の建て替えに向け、本特別委員会とし
ても他自治体の好事例等を参考に、今後も議論を
深めていきたいと思います。

三豊市立みとよ市民病院 ８/６ ８/７
香川県三豊市

和泉市立総合医療センター
大阪府和泉市

特別委員会の中間報告等

●今後、中央病院が３次救急医療も担う場合、
　　　　   ２次救急医療の提供体制への影響は

　中央病院は令和５年度に4098件もの救
急搬送を受け入れており、富士保健医療圏

の２次救急医療における負担が集中している状況
にあると考えますが、もし３次救急医療を担うこ
とになれば、２次救急医療の提供がおろそかにな
るのではないですか。

　現在の中央病院では、重度の熱傷や高エ
ネルギー外傷など、救急対応が困難な疾患

があり、第３次救急医療機関となるために全ての
疾患への対応を図るとすれば、２次救急医療の提
供への影響が懸念されますので、まずは２次救急
医療提供体制の強化を進めていきます。

問

答

●３次救急医療に対応した施設の整備について
　新病院では将来的に３次救急医療の提供
が可能な施設を整備したいとのことです

が、２次救急医療までの場合より相当の費用の増
加が見込まれると思いますがいかがですか。

　確かに３次救急医療に対応した設備等の
整備にはかなりの費用がかかります。ただ

し、想定している施設等のうち、救急外来の診察室
増設や高度な機器を備えたハイケアユニットの設
置は、２次救急医療においても十分に活用可能で
す。一方で、３次救急医療に欠かせない心臓血管外
科の緊急手術には、様々な機能を備えたハイブリッ
ド手術室や多くのスタッフが必要となるため、これ
は、国の動向を注視しながら慎重に議論する必要が
あります。
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新 病 院 建 設 特 別 委 員 会新 病 院 建 設 特 別 委 員 会
８月29日「新病院の建設について」を議題として開催
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